
①空き町家の活用検討及び推進	

	 	 町家等活用事業「大津町家の宿	粋世」	 	 	 	 	 	 	 	 【2017 年 3 月 30 日中活協議会総会資料】	

１．事業の経過	

平成 27 年 6 月	 アールエスティ住宅流通から「大津百町・町家じょうほうかん」に情報提供	

株式会社湖北設計につながる	→	ゲストハウスとして活用計画	

平成 28 年 3 月	 経済産業省の国庫補助事業の採択決定／外国人観光客向けゲストハウスに整備

／大津市としても町家ゲストハウスは初	

平成 29 年 3 月	 改修工事完了	

	 	 	 	 		4 月	 17 日竣工式及びﾌﾟﾚｵｰﾌﾟﾝ／20 日地元向け内覧会／27 日一般向け宿泊事業開始	

２．事業概要	

	

	

	

	

	

	

	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	

	

	

	 	△「大津町家の宿	粋世」外観	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 △	位置図	 	

○所在地	 	 大津市長等三丁目３番３３号／西今颪町	

○事業者	 	 株式会社	湖北設計	

○採択事業	 平成 27 補正商店街・まちなかインバウンド促進支援事業	

○採択事業内容	

	 ①宿泊施設整備事業	

・昭和８年に建てられた米商いをしていた吉川家の専用住宅を宿泊施設にコンバージョン。	

・宿泊定員１７名／客室数５室	

・部屋タイプ：１階／浴室･洗面･トイレ付き個室タイプ１室（洋室＋和室）	

	 	 	 	 	 	 	 ２階／洗面･便所付き個室タイプ４室（和室２室／洋室２室）	

・コミュニティスペース、共同浴室１ヵ所、シャワーブース２ヵ所ずつ。キッチン（厨房）、

フロントを兼ねた事務所（夜間当直室）。	

・大津町家の落ち着いた空間の中でコミュニティスペースを活用した茶道や書道等の体験。	 	

	 ②宿泊施設整備開業準備事業	 	 	 	 	 	 	

・ウェブサイトを設けて、大津町家ステイの情報発信を行う。	

・伝統文化の体験プログラムが提供できることを情報発信。	

	 ■	中活との連携及び課題	

○地域連携：体験プログラムサイト「おいない大津」開設。	

○事業者は、開業後５年間にわたり、毎年度、目標設定数値

の検証、地域への波及効果、アンケート等により、補助事

業成果の状況報告が義務づけられており、まちづくり大津

や商店との連携が必要。	

○中活協議会としては、本事業を機に、空き町家を「おもて

なし型ゲストハウス」として活用できる環境を整え、宿場

町の復興をめざし、まちなか滞留人口の増加、地域経済へ

の波及につなげていく。‥次の民間事業者の動きあり。	 △整備事業前の外観 
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